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太陽惑星圏進化学の開拓に向けて：恒星変動と惑星大気流出
Exploration into evolution of solar-planetary environments: Solar variation and a varia-
tion and atmospheric escape
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中心星である太陽の進化に対し、太陽系内の惑星の大気がどのように応答し進化してきたのか。この太陽と惑星圏の
共進化の問いに答えようと、世界的には惑星探査計画が推進され、分野横断的研究の機運が高まり、飛躍的に発展しよ
うとしている。2014年 9月には NASAの火星探査機MAVEN が火星に到着し、2015年末には我が国の金星気象探査機
「あかつき」が金星に到着し、最新のデータをもたらすことが予定されている。また、2014年から始まる VarSITIでは次
期重点課題の一つに太陽進化が含まれており、国際共同研究を実施する機運が高まっている。現在の太陽や惑星圏の理
解に重きを置いた従来の学問の枠組みに対し、過去約４０億年の太陽惑星圏環境の変遷を理解しようという試みは世界
的にも黎明期にある。本講演では、太陽物理学、超高層物理学、気象学の連携を軸に、国際共同研究を展開しながら、大
規模数値シミュレーションと最新の観測を組み合わせて、太陽進化と惑星圏進化とのつながりを明らかにし、太陽惑星
圏の進化学を開拓しようとする試みについて紹介する。
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